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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　室内機に設けた空気を送出するとともに左側の左側吹出口及び右側の右側吹出口を有す
る吹出口と、
　前記左側吹出口の風向を左右に可変する左側左右風向可変手段と、
　前記右側吹出口の風向を左右に可変する右側左右風向可変手段と、
　長手方向の両端を回転自在に支持されて回動により左側では前記左側吹出口の風向を上
下に可変するとともに右側では前記右側吹出口の風向を上下に可変する風向板であって、
両端を異なる回転位置に配置して捩ることが可能な可捩部材から成る風向板とを備え、
　前記可捩部材は可撓性部材から成るとともに長手方向の両端部が中央部よりも捩り剛性
が大きく、さらに、複数の開口が形成された硬質材料から成る骨部を有し、前記骨部は前
記両端部の開口面積が前記中央部よりも小さくなっており、
　冷房運転時に前記風向板を捩ることにより前記風向板の左側と前記風向板の右側の水平
に対する角度を異ならせ、
　左側左右風向可変手段及び前記風向板の左側により前記左側吹出口から第１気流を吹出
すとともに、
　右側左右風向可変手段及び前記風向板の右側により前記右側吹出口から第１気流と左右
及び上下に異なる方向に第２気流を吹出し、
　前記室内機を左右に分断する鉛直面で１つの部屋を分割した第１、第２領域に温度差を
設けることができることを特徴とする空気調和機。
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【請求項２】
　前記可捩部材の長手方向の一端に連結される第１駆動モータと、他端に連結して第１駆
動モータと独立に駆動される第２駆動モータとを備えたことを特徴とする請求項１に記載
の空気調和機。
【請求項３】
　前記可捩部材の捩られた状態を保持する保持手段を設けたことを特徴とする請求項２に
記載の空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、室内の空気を調和する空気調和機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　室内の空気を取り込んで調和し、調和空気を吹出口から送出する従来の空気調和機は特
許文献１、２に開示されている。特許文献１に開示される空気調和機は、室内の複数の領
域に赤外線センサを設け、各領域の温度を赤外線センサにより検知する。そして、検知温
度に基づいて吹出気流の方向を可変して各領域の温度差を解消するようになっている。ま
た、特許文献２に開示される空気調和機は、吹出口から上方に調和空気を送出することに
より室内の温度を均一にすることができる。
【０００３】
　一方、特許文献３には室内の離れた２箇所を集中的に空気調和する空気調和機が開示さ
れている。この空気調和機は吹出口の上部から例えば左方に調和空気が送出され、下部か
ら右方に調和空気が送出される。また、直列に配される第１、第２熱交換器を有し、第１
、第２熱交換器を連結する第１、第２経路が分岐して設けられる。第１経路には開閉弁が
設けられ、第２経路には膨張弁及びキャピラリーチューブが設けられる。
【０００４】
　開閉弁を開いて膨張弁を閉じると第１、第２熱交換器は同じ冷却能力を有する。開閉弁
を閉じて膨張弁を開くと冷凍サイクルを流通する冷媒がキャピラリーチューブを介して第
２熱交換器に流入するため、第２熱交換器の冷却能力が第１熱交換器よりも高くなる。こ
れにより、第１熱交換器を通過する空気が多く流通する吹出口上部から送出される空気は
、吹出口下部から送出される空気よりも若干温度が高くなる。このため、空気調和機の左
方上部の空間を高い温度にして、右方下部の空間を低い温度にできるようになっている。
【特許文献１】特公平７－８８９５７号
【特許文献２】特開２００３－２３２５６０号
【特許文献３】特開２００３－２４０３２５号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記特許文献１、２に開示された空気調和機によると、室内が略均一な温度になる。こ
のため、室内に複数の使用者がいた場合に、各使用者が快適と感じる温度が異なると各使
用者に対して快適性を満たすことができない問題があった。また、特許文献２の従来例に
記載されるように室内の温度分布を不均一な状態にしても、各使用者が快適と感じる温度
に一致させることができない。
【０００６】
　一方、特許文献３に開示された空気調和機によると、冷凍サイクルを流通する冷媒がキ
ャピラリーチューブを通過するか否かによって第１、第２熱交換器の温度差が形成される
。このため、集中的に空気調和する２つの空間の温度差が略一定する。その結果、一方の
空間にいる使用者が快適と感じるように吹出し温度を制御した際に他方の空間の温度は連
動して決められる。従って、他方の空間にいる使用者にとって快適と感じる温度になって
いない場合があり、尚、各使用者に対して快適性を満たすことができない問題があった。
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【０００７】
　本発明は、室内の複数の使用者に対して快適性を満たすことのできる空気調和機を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために本発明は、室内機に設けた空気を送出するとともに左側の左
側吹出口及び右側の右側吹出口を有する吹出口と、前記左側吹出口の風向を左右に可変す
る左側左右風向可変手段と、前記右側吹出口の風向を左右に可変する右側左右風向可変手
段と、長手方向の両端を回転自在に支持されて回動により左側では前記左側吹出口の風向
を上下に可変するとともに右側では前記右側吹出口の風向を上下に可変する風向板であっ
て、両端を異なる回転位置に配置して捩ることが可能な可捩部材から成る風向板とを備え
、前記可捩部材は可撓性部材から成るとともに長手方向の両端部が中央部よりも捩り剛性
が大きく、さらに、複数の開口が形成された硬質材料から成る骨部を有し、前記骨部は前
記両端部の開口面積が前記中央部よりも小さくなっており、冷房運転時に前記風向板を捩
ることにより前記風向板の左側と前記風向板の右側の水平に対する角度を異ならせ、左側
左右風向可変手段及び前記風向板の左側により前記左側吹出口から第１気流を吹出すとと
もに、右側左右風向可変手段及び前記風向板の右側により前記右側吹出口から第１気流と
左右及び上下に異なる方向に第２気流を吹出し、前記室内機を左右に分断する鉛直面で１
つの部屋を分割した第１、第２領域に温度差を設けることができることを特徴としている
。この構成によると、平板状の可捩部材の両端を異なる回転量で回転すると捩られて吹出
口の長手方向の一方と他方とから異なる方向に空気が送出される。
【００１４】
　また本発明は、上記構成の空気調和機において、前記可捩部材の長手方向の一端に連結
される第１駆動モータと、他端に連結して第１駆動モータと独立に駆動される第２駆動モ
ータとを備えたことを特徴としている。この構成によると、第１、第２駆動モータにより
同じ回転方向に異なる角度で可捩部材の両端を回動させると可捩部材が捩られる。また、
第１、第２駆動モータにより可捩部材の両端を異なる回転方向に回転してもよい。
【００１５】
　また本発明は、上記構成の空気調和機において、前記可捩部材の捩られた状態を保持す
る保持手段を設けたことを特徴としている。この構成によると、保持手段は例えばウォー
ムギヤ等から成り、可捩部材の弾性力によって捩られた状態から戻ろうとしても保持部材
により保持される。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によると、風向板は捩ることが可能な可捩部材から成るので、吹出口の一方と他
方から容易に異なる向きに空気を送出することができる。これにより、室内を分割した領
域を所望の異なる温度にすることができる。従って、複数の使用者が快適と感じる温度が
異なる場合でも各使用者の快適性を満たすことができる。また、風向板の長手方向中央が
分割されないので美感を損ねることを防止できるとともに、分割した部分の気流の乱れに
よる結露を防止することができる。
【００２２】
　また本発明によると、可捩部材は可撓性部材から成るので、捩ることのできる風向板を
容易に実現することができる。
【００２３】
　また本発明によると、可捩部材は長手方向の両端部が中央部よりも捩り剛性が大きいの
で、両端の回動によって風向板の端部のみ捩れることを防止することができる。従って、
吹出口から所望の方向に確実に空気を送出することができる。
【００２４】
　また本発明によると、可捩部材は両端部の開口面積が中央部よりも小さい硬質材料から
成る骨部を有するので、両端部が中央部よりも捩り剛性が大きい可捩部材を容易に形成す
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ることができる。また、長手方向に容易に変形しないため、例えば、風向板が撓んで吹出
口を塞ぐことができなくなることを防止することができる。更に、可捩部材を単一の軟質
樹脂等により板状に成形することによる成形性の低下を抑制し、ヒケや反りを防止するこ
とができる。
【００２５】
　また本発明によると、骨部の表面を軟質材料で覆って開口を塞いだので、両端部の捩り
剛性が高く中央部の捩り剛性が低い状態を容易に維持できる。
【００２６】
　また本発明によると、可捩部材は長手方向に弾性材料で接合される複数の部材から成る
ので、捩ることのできる風向板を容易に実現することができる。
【００２７】
　また本発明によると、独立に駆動される第１、第２モータを可捩部材の両端に連結した
ので、風向板を容易に捩ることができる。
【００２８】
　また本発明によると、前記可捩部材の捩られた状態を保持する保持手段を設けたので、
可捩部材の弾性力による捩られた状態の解除を防止することができる。
【００２９】
　また本発明によると、風向板を横長に配置して風向板を捩ることにより吹出口の左右か
ら異なる方向に空気を送出したので、室内の左右で異なる方向に気流を流通させることが
できる。
【００３０】
　また本発明によると、吹出口の上下に並設された複数の風向板が可捩部材から成るので
、左側吹出口と右側吹出口から向きの異なる気流を容易に送出することができる。
【００３１】
　また本発明によると、吹出口の上下に風向板を並設して上方の風向板が前記可捩部材か
ら成るとともに下方の風向板が非可捩部材から成るので、左側吹出口と右側吹出口から向
きの異なる気流を容易に送出することができる。また、下方の風向板のコストを削減する
ことができる。
【００３２】
　また本発明によると、冷房運転時に左側吹出口及び右側吹出口の一方から正面に対して
左右方向に傾斜して下方または水平方向に吹出す第１気流を吹出す側の側壁に沿って流通
させるとともに、左側吹出口及び右側吹出口の他方から正面上方へ吹出す第２気流を室内
の天井壁に沿って流通させるので、室内を左右に分割した第１、第２領域に容易に温度差
を設けることができる。従って、複数の使用者が快適と感じる温度が異なる場合でも各使
用者の快適性を満たすことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３３】
＜＜第１実施形態＞＞
　以下に本発明の実施形態について図面を参照して説明する。図１は第１実施形態の空気
調和機の室内機１を示す斜視図である。空気調和機の室内機１は、キャビネット２により
本体部が保持されており、キャビネット２には上面側と前面側に吸込口４が設けられたフ
ロントパネル３が着脱自在に取り付けられている。キャビネット２は後方側面に爪部（不
図示）が設けられ、室内の側壁Ｗ１（図２参照）に取り付けられた取付板（不図示）に該
爪部を係合して支持される。
【００３４】
　フロントパネル３の前面下部には空気を送出する吹出口５が設けられている。吹出口５
は水平方向に延びた矩形に形成されている。吹出口５には上下に並設される横ルーバ１１
３ａ、１１３ｂが設けられる。横ルーバ１１３ａは吹出口５の上部を塞ぐ位置に配される
。横ルーバ１１３ｂは吹出口５の下部を塞ぐ位置に配される。
【００３５】
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　図２は室内機１の側面断面図を示している。室内機１の内部には、吸込口４から吹出口
５に連通する送風経路６が形成されている。送風経路６内には空気を送出する送風ファン
７が配されている。送風ファン７として、例えば、クロスフローファン等を用いることが
できる。送風経路６は前方へ行くほど下方に向かって傾斜し、送風ファン７により送出さ
れる空気を前方下方に案内する前方案内部６ａを有している。また、送風経路６の上壁は
前方案内部６ａの終端から前方へ行くほど上方に傾斜した傾斜面になっている。
【００３６】
　前方案内部６ａには複数の縦ルーバ１２ａ（図３参照）、１２ｂが設けられている。図
３は縦ルーバ１２ａ、１２ｂの上面図を示している。左側に配される複数の縦ルーバ１２
ａ（第１左右風向変更部）はそれぞれ前方案内部６ａの底面に略垂直な支軸１２ｄにより
中央部を軸支され、後部が連結部材１２ｃにより連結されている。これにより、複数の縦
ルーバ１２ａは連動して回動し、吹出口５の左側の左側吹出口５ａ（図１参照）から送出
される気流の左右方向の風向を可変する。
【００３７】
　同様に、右側に配される複数の縦ルーバ１２ｂ（第２左右風向変更部）はそれぞれ前方
案内部６ａに略垂直な支軸１２ｆにより中央部を軸支され、後部が連結部材１２ｅにより
連結されている。これにより、複数の縦ルーバ１２ｂは連動して回動し、吹出口５の右側
の右側吹出口５ｂ（図１参照）から送出される気流の左右方向の風向を可変する。
【００３８】
　図２において、フロントパネル３に対向する位置には、吸込口４から吸い込まれた空気
に含まれる塵埃を捕集・除去するエアフィルタ８が設けられている。送風経路６中の送風
ファン７とエアフィルタ８との間には、室内熱交換器９が配置されている。室内熱交換器
９は屋外に配される室外機に設けられた圧縮機（不図示）に接続されており、圧縮機の駆
動により冷凍サイクルが運転される。
【００３９】
　冷凍サイクルの運転によって冷房運転時には室内熱交換器９が周囲温度よりも低温に冷
却される。また、暖房運転時には、室内熱交換器９が周囲温度よりも高温に加熱される。
尚、室内熱交換器９とエアフィルタ８との間には吸込口４から吸い込まれた空気の温度を
検知する温度センサ６１が設けられ、室内機１の側部には空気調和機の駆動を制御する制
御部（不図示）が設けられている。室内熱交換機９の前後の下部には冷房または除湿時に
室内熱交換器９から落下した結露を補集するドレンパン１０が設けられている。
【００４０】
　図４、図５は横ルーバ１１３ａの駆動機構を示す側面図及び上面図である。横ルーバ１
１３ａは左右両端に水平な回動軸１１４を有し、回動軸１１４にはギヤ７７が設けられる
。ギヤ７７は駆動モータ７５の軸に設けられたギヤ７６に噛合する。駆動モータ７５は横
ルーバ１１３ａの左右に設けられ、それぞれ独立に駆動される。これにより、横ルーバ１
１３ａは左右の駆動モータ７５（第１、第２駆動モータ）の駆動によって回動する。尚、
横ルーバ１１３ｂについても同様に左右の駆動モータにより駆動される。
【００４１】
　図６は横ルーバ１１３ａの平面図を示している。横ルーバ１１３ａは硬質樹脂成形品か
ら成る骨部２１の表面を軟質樹脂材料から成る肉部２２で覆って平面視矩形の板状に形成
される。これにより、横ルーバ１１３ａは可撓性を有する。図７は骨部２１を示す平面図
である。骨部２１は中央部２１ａに複数の開口２１ｃを設けて細い柱状部２１ｄが形成さ
れ、左右の端部２１ｂを柱状部２１ｄで連結した形状になっている。このため、中央部２
１ａは捩り剛性が小さく、両端部２１ｂは捩り剛性が大きい。
【００４２】
　図８、図９は図６のＡ－Ａ線及びＢ－Ｂ線で切断した断面を示す斜視図である。肉部２
２は軟質材料で柱状部２１ｄ及び端部２１ｂを覆うとともに軟質材料を開口２１ｃ内に充
填して形成されている。従って、肉部２２により開口２１ｃが塞がれ、肉部２２が軟質材
料から成るため中央部２１ａの捩り剛性が小さく両端部２１ｂの捩り剛性が大きい状態が
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保持される。これにより、横ルーバ１１３ａは中央部２１ａで捩ることが可能な可捩部材
になっている。
【００４３】
　横ルーバ１１３ａが平坦な状態から左右の駆動モータ７５の軸を異なる回転角度で回転
すると、両端部２１ｂが異なる回転位置に配置される。その結果、図１０に示すように横
ルーバ１１３ａが捩られ、横ルーバ１１３ａの左部分は左側吹出口５ａから送出される気
流の上下方向の風向を可変する。横ルーバ１１３ａの右部分は右側吹出口５ｂから送出さ
れる気流の上下方向の風向を可変する。尚、横ルーバ１１３ｂについても同様に構成され
ている。また、横ルーバ１１３ａ、１１３ｂを捩る際に、左右の駆動モータ７５の軸を同
じ方向に絶対値の異なる回転角で回転してもよく、異なる方向に回転してもよい。
【００４４】
　横ルーバ１１３ａ、１１３ｂの両方の端部２１ｂの捩り剛性が中央部２１ａよりも小さ
いので、両端の回動軸１１４の回動によって両端部２１ｂのみが捩られることを防止する
ことができる。従って、左側吹出口５ａ及び右側吹出口５ｂから所望の方向に確実に空気
を送出することができる。本実施形態では中央部２１ａに開口２１ｃを設けているが、端
部２１ｂに開口を設けてもよい。この時、中央部２１ａの開口面積を両端部２１ｂよりも
大きくすることにより両端部２１ｂの捩り剛性を中央部２１ａよりも大きくすることがで
きる。
【００４５】
　また、硬質材料から成る骨部２１を有するので、横ルーバ１１３ａ、１１３ｂが長手方
向に容易に変形しない。このため、例えば、横ルーバ１１３ａ、１１３ｂが撓んで吹出口
５を塞ぐことができなくなることを防止することができる。更に、横ルーバ１１３ａ、１
１３ｂを単一の軟質樹脂等により板状に成形することによる成形性の低下を抑制し、ヒケ
や反りを防止することができる。
【００４６】
　横ルーバ１１３ａ、１１３ｂの中央部２１ａと端部２１ｂの捩り剛性は開口２１ｃの開
口面積により所望の大きさに可変することができる。また、横ルーバ１１３ａ、１１３ｂ
の長手方向の捩れる位置及び捩れる幅は、中央部２１ａと端部２１ｂの長さの比率の調整
により、所望の設定に可変することができる。例えば、図１１に示すように、開口２１ｃ
の長手方向を短縮して開口面積を小さくすると中央部２１ａの捩り剛性が大きくなり、捩
れる部分は横ルーバ１１３ａ、１１３ｂの中央部付近に集中する。
【００４７】
　このため、横ルーバ１１３ａ、１１３ｂは中央で大きく捩れ、両端はあまり捩られない
。これにより、横ルーバ１１３ａ、１１３ｂを捩った際に、気流の上下の吹出し方向は左
側吹出口５ａと右側吹出口５ｂとで急激に変化する。その結果、左側吹出口５ａから略同
一方向に気流が送出されるとともに、右側吹出口５ｂから略同一方向に気流が送出される
。
【００４８】
　また、図１２に示すように、開口２１ｃの長手方向を伸長して開口面積を大きくすると
中央部２１ａの捩り剛性が小さくなり、捩れる部分は横ルーバ１１３ａ、１１３ｂの中央
から端部近傍にまで及ぶ。このため、横ルーバ１１３ａ、１１３ｂは長手方向に徐々に捩
られる。これにより、横ルーバ１１３ａ、１１３ｂを捩った際に、気流の上下の吹出し方
向は吹出口５の長手方向に連続的に徐々に変化する。
【００４９】
　また、開口を有する部分と開口のない部分とを複数連続して骨部２１に設けてもよい。
例えば両端部及び中央部分に開口２１ｃのない部分を設け、それぞれの間に開口２１ｃの
ある部分を設けると、横ルーバ１１３ａ、１１３ｂは左端部と中央部の間及び中央部と右
端部の間の２箇所で大きく捩れ、左端部、中央部、右端部はあまり捩られない。これによ
り、横ルーバ１１３ａ、１１３ｂを捩った際に、気流の上下の吹出し方向は吹出口５の左
側と中央付近とで急激に変化し、中央付近と右側とで急激に変化する。その結果、吹出口
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５の左側、中央、右側から、それぞれ略同一方向に気流が送出される。
【００５０】
　上記のように、横ルーバ１１３ａ、１１３ｂを捩った際の気流の上下の吹出し方向は骨
部２１の構成によって、所望の方向にすることができる。尚、骨部２１の中央部２１ａに
は開口２１ｃを設けず、両端部２１ｂに開口２１ｃを設けると、横ルーバ１１３ａ、１１
３ｂは中央でほとんど捩れず、両端で大きく捩れるようになる。
【００５１】
　また、開口２１ｃの形状は、前述の図７に示すような両端部２１ｂまで延びた平面視矩
形に限られず、種々の形状にすることができる。例えば、図１３に示すように左右に並設
される平面視矩形の開口２１ｃでもよい。図１４に示すように上下左右に並設される平面
視矩形の開口２１ｃでもよい。図１５に示すように左右に並設される平面視三角形の開口
２１ｃでもよい。図１６に示すように、一端を開放した開口２１ｃを上下左右に並設して
もよい。
【００５２】
　加えて、硬質樹脂成形品等から成る複数の部材をゴム等の弾性体を介して長手方向に連
結して可捩部材から成る横ルーバ１１３ａ、１１３ｂを形成してもよい。これにより、横
ルーバ１１３ａ、１１３ｂの左右端を異なる回転位置に配置すると、各弾性体が捩られて
横ルーバ１１３ａ、１１３ｂの右側と左側とを異なる向きに配置することができる。
【００５３】
　横ルーバ１１３ａ、１１３ｂには捩った際に弾性力により元に戻る力が働く。このため
、図１７に示すように、ギヤ７６、７７を係止するレバー７８が設けられる。レバー７８
はギヤ７６、７７に係合するギヤ部７８ｂを有し、横ルーバ１１３ａ、１１３ｂが捩られ
た際に回動軸７８ａを中心に回動する。
【００５４】
　これにより、図１８に示すように、ギヤ部７８ｂがギヤ７６、７７と噛合してギヤ７６
、７７の回転を係止し、弾性力により横ルーバ１１３ａ、１１３ｂが元に戻ることを防止
する。従って、レバー７８は横ルーバ１１３ａ、１１３ｂが捩られた状態を保持する保持
手段を構成する。
【００５５】
　上記保持手段は他の構成でもよい。例えば、図１９はスライド移動するスライド部材７
９から成る保持手段が設けられる。スライド部材７９はギヤ部７９ａ、７９ｂを有してい
る。ギヤ部７９ａはギヤ８０に噛合し、ギヤ８０の回転により図中、上下にスライド部材
７９がスライド移動する。ギヤ部７８ｂはスライド部材７９のスライドによりギヤ７６、
７７に係合する。
【００５６】
　従って、図２０に示すように、横ルーバ１１３ａ、１１３ｂが捩られた際にスライド部
材７９はスライド移動する。ギヤ部７９ｂはギヤ７６、７７と噛合してギヤ７６、７７の
回転を係止し、弾性力により横ルーバ１１３ａ、１１３ｂが元に戻ることを防止する。
【００５７】
　また、図２１、図２２の側面図及び平面図に示すように、ウォームギヤ８１から成る保
持手段を設けてもよい。モータ７５の軸には前述の図４、図５に示すギヤ７６に替えて、
ギヤ７７に噛合するウォームギヤ８１が設けられる。これにより、モータ７５の軸と横ル
ーバ１１３ａの回動軸とが直交し、横ルーバ１１３ａ、１１３ｂを捩った際にギヤ７７が
ウォームギヤ８１に係止される。従って、弾性力により横ルーバ１１３ａ、１１３ｂが元
に戻ることを防止する。
【００５８】
　図２３は本実施形態の空気調和機の動作をコントロールするためのリモートコントロー
ラ３１を示す外観図である。リモートコントローラ３１は操作部３１ａ、表示部３１ｂ、
発信部３１ｃを有している。操作部３１ａは複数の操作キーを有し、空気調和機の運転状
態を操作入力する。
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【００５９】
　操作部３１ａの操作キーによって、室内の冷房運転、除湿運転、暖房運転に切り替える
ことができる。下部のカバー３１ｄを開くと別の操作キーが露出し、設定温度、風向、風
速を設定することができる。また、室内を左右、前後、上下に二分割した第１、第２領域
を別々に温度設定することができる。
【００６０】
　表示部３１ｂは液晶表示パネル等から成り、空気調和機の運転状況、時刻、設定温度等
を表示する。また、室内機１を設置した部屋Ｒの概略形状、室内機１の概略設置位置が模
式的に斜視図により表示される。そして、例えば、室内機１に向かって左右、前後または
上下に分割した第１、第２領域の設定温度を表示部３１ｂを視認して別々に設定すること
ができる。また、発信部３１ｃは操作部３１ａによる操作信号を室内機１に発信する。
【００６１】
　また、風速を「微風」、「弱風」、「強風」、「自動」等にユーザ設定することができ
る。これにより、手動で微風（６畳タイプの空気調和機で約４ｍ／ｓ）、弱風（同、約６
ｍ／ｓ）、強風（同、約８ｍ／ｓ）等に可変することができる。また、「自動」に設定す
ると、運転状況に応じて微風、弱風、強風等に切り替えられる。
【００６２】
　上記構成の空気調和機において、圧縮機（不図示）を駆動すると、室外機（不図示）か
らの冷媒が室内熱交換器９へ流れて冷凍サイクルが運転される。送風ファン７の駆動によ
って室内の空気は吸込口４から室内機１内に吸い込まれ、エアフィルタ８によって空気中
に含まれる塵埃が除去される。
【００６３】
　冷房運転時には、室内機１内に取り込まれた空気は低温側となる室内熱交換器９と熱交
換して冷却される。室内熱交換器９で冷却された調和空気は、縦ルーバ１２ａ、１２ｂ、
及び横ルーバ１１３ａ、１１３ｂによって左右方向および上下方向に向きを規制され室内
に送出される。
【００６４】
　＜第１の気流制御＞
　室内の温度分布を均一にする場合は、第１の気流制御が行われる。図２４に示すように
上方の横ルーバ１１３ａは前方が上方になるように例えば水平に対して２０゜の角度で配
置される。下方の横ルーバ１１３ｂは前方が若干下方となる斜め下方から略水平の間で例
えば水平に対して５゜以下の角度で配置される。また、縦ルーバ１２ａ、１２ｂは前述の
図３に示すように正面に向けて配置される。縦ルーバ１２ａ、１２ｂは前方を外側に向け
て約５゜までの範囲で傾斜してもよい。そして、風速が「微風」に設定され、吹出口５か
ら調和空気が送出される。
【００６５】
　送風経路６を流通して吹出口５の上部から送出される空気は横ルーバ１１３ａに沿って
斜め上方に導かれる。送風経路６を流通して吹出口５の下部から送出される空気は横ルー
バ１１３ｂに沿って若干下方または略水平に導かれる。この時、送風ファン７によって送
風経路６内を図中、時計回りに旋回して流通する空気は、内周側となる送風経路６の上部
の風量が多くなる。このため、吹出口５の下部から送出される空気は上部から送出される
空気に沿う。その結果、吹出口５から矢印Ｂに示すように斜め上方に向かって調和空気が
送出される。
【００６６】
　下方の横ルーバ１１３ｂを前方へ行くほど上方になるように配置して空気を上方に導い
てもよいが、横ルーバ１１３ｂの下面に沿って流通する調和空気が減少する。このため、
横ルーバ１１３ｂの上面と下面との間に温度差が生じて結露する場合がある。従って、横
ルーバ１１３ｂを斜め下方から略水平の間に配置する方がより望ましい。
【００６７】
　吹出口５から斜め上方に送出された空気は、コアンダ効果により天井壁Ｓに沿って流通
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し、拡散しながら室内機１に対向する側壁Ｗ２（図３５参照）に到達する。そして、側壁
Ｗ２に沿って降下し、床面Ｆ（図３５参照）を流通して部屋Ｒ内の全体を調和空気が流通
する。これにより、室内が均一な温度に冷房運転される。
【００６８】
　尚、詳細を後述するように、吹出口５から送出される空気の風速を大きくすると、冷房
運転時に調和空気が低温を維持して遠くまで導かれる。このため、室内機１から遠い側が
近い側よりも低温になる。
【００６９】
　＜第２の気流制御＞
　次に、操作部３１ａにより室内を左右に分割した各領域を異なる温度に設定した場合は
、第２の気流制御が行われる。前述の図２３に示すリモートコントローラ３１の表示部３
１ｂは、室内機１に向かって左側の第１領域Ｅ１（図２９参照）の設定温度を２４℃に設
定し、右側の第２領域Ｅ２（図２９参照）の設定温度を２６℃に設定した状態を表わして
いる。第１、第２領域Ｅ１、Ｅ２は室内機１を左右に分断する鉛直面によって分割されて
いる。
【００７０】
　この設定温度で冷房運転を開始すると、縦ルーバ１２ａ、１２ｂは図２５に示すように
配置される。即ち、右側の縦ルーバ１２ｂは正面に向かう方向に配置される。左側の縦ル
ーバ１２ａは前方に行くほど左方に例えば４０゜傾斜して配置される。縦ルーバ１２ａよ
りも傾斜角の小さい範囲で右側の縦ルーバ１２ｂを前方に行くほど若干右方に例えば５゜
傾斜して配置してもよい。
【００７１】
　横ルーバ１１３ａ、１１３ｂの右側は、前述の図２４と同様に配置される。即ち、上方
の横ルーバ１１３ａは前方が上方になるように例えば水平に対して２０゜の角度で配置さ
れる。下方の横ルーバ１１３ｂは前方が若干下方となる斜め下方から略水平の間の例えば
水平に対して５゜以下の角度で配置される。
【００７２】
　また、横ルーバ１１３ａ、１１３ｂの左側は図２６に示すように配置される。即ち、横
ルーバ１１３ａ、１１３ｂは捩られて前方に行くほど若干下方となる斜め下方から略水平
の間に配置される。例えば、横ルーバ１１３ａの左側が略水平に配置され、横ルーバ１１
３ｂの左側は水平に対して１０゜前方が下方になるように配置される。図２７はこの状態
を示す室内機１の斜視図を示している。
【００７３】
　そして、第１の気流制御と同様に風速が「微風」に設定され、送風ファン７を駆動して
調和空気が吹出口５から図２８に示すように送出される。即ち、左側吹出口５ａからは、
調和空気が矢印Ａに示すように左方の略水平または左方の若干下方に向けて送出される。
また、室内機１を分断する鉛直面に対して傾斜角αだけ左方に傾斜して送出される。右側
吹出口５ｂからは、調和空気が矢印Ｂに示すように正面の斜め上方に向けて送出される。
【００７４】
　図２９は室内に送出された空気の流通状態を示している。右側吹出口５ｂから送出され
る空気（Ｂ）の気流（以下、「第２気流」という）は左右に拡散しながらコアンダ効果に
より天井壁Ｓに沿って流通して徐々に速度を低下させる。そして、室内機１に対向する側
壁Ｗ２の広い範囲に沿って降下する。
【００７５】
　左側吹出口５ａから送出される空気（Ａ）の気流（以下、「第１気流」という）は室内
機１に向かって左側の側壁Ｗ３に沿って流通し、側壁Ｗ２に到達する。そして、第２気流
は第１気流と合流して床面Ｆを流通する。
【００７６】
　第１気流の傾斜角α（図２８参照）は２０゜以上にするとよい。図２９の部屋Ｒを６畳
間として短い方の側壁Ｗ１の中央に室内機１を設けると、室内機１の中央から側壁Ｗ２、
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Ｗ３が交わるコーナーに向かう方向は側壁Ｗ１に垂直な鉛直面に対して約２０゜傾斜する
。従って、第１気流の傾斜角αを２０゜以上にすると、確実に第１気流を側壁Ｗ３に沿わ
せることができる。部屋Ｒが８畳間の場合や室内機１を正面にして横長の場合は傾斜角α
を２０゜よりも大きくすることにより側壁Ｗ３に沿わせることができる。
【００７７】
　第２気流（Ｂ）は正面に向かって送出されるため、第２気流（Ｂ）によって部屋Ｒの左
側の第１領域Ｅ１と右側の第２領域Ｅ２とが同等の冷却能力で冷却される。一方、第１気
流（Ａ）は左方に向かって送出されるため、第１気流（Ａ）によって部屋Ｒの左側の第１
領域Ｅ１が第２領域Ｅ２よりも多く冷却される。その結果、第１領域Ｅ１の平均温度は第
２領域Ｅ２の平均温度よりも低くなる。
【００７８】
　例えば、左側吹出口５ａ及び右側吹出口５ｂから１／２ずつの調和空気が送出されると
、第２気流によって第１、第２領域はそれぞれ吹出口５から送出された調和空気の１／４
ずつの冷却能力で冷却される。また、第１気流によって第１領域は吹出口５から送出され
た調和空気の略１／２の冷却能力で冷却される。これにより、第１領域には吹出口５から
送出された調和空気の３／４の冷却能力が供給される。
【００７９】
　また、前述の図２５に示すように縦ルーバ１２ａは傾斜するため、左側吹出口５ａから
送出される第１気流（Ａ）は縦ルーバ１２ａによる圧力損失の増加及び断面積の減少等に
より風量が減少する。このため、室内熱交換器９との熱交換によって第２気流よりも第１
気流（Ａ）の温度が低くなる。従って、第１領域Ｅ１の平均温度を第２領域Ｅ２の平均温
度よりも更に低くすることができる。
【００８０】
　図３０～図３３は、第２の気流制御時の部屋Ｒ内の温度分布を示している。部屋Ｒの大
きさは６畳（高さ２４００ｍｍ、横３６００ｍｍ、奥行き２７００ｍｍ）である。図３０
～図３３は図２９の一点鎖線Ｄ１、Ｄ２及び二点鎖線Ｄ３、Ｄ４のそれぞれの断面の測定
結果を示している。
【００８１】
　尚、Ｄ１断面は、側壁Ｗ３に平行かつ側壁Ｗ３から６７５ｍｍの位置であり、部屋Ｒの
室内機１に向かって左側１／４の位置の断面である。Ｄ２断面は、側壁Ｗ３に対向する側
壁Ｗ４に平行かつ側壁Ｗ４から６７５ｍｍの位置であり、部屋Ｒの室内機１に向かって右
側１／４の位置の断面である。Ｄ３断面は、側壁Ｗ１に平行かつ側壁Ｗ１から１２００ｍ
ｍの位置であり、部屋Ｒの室内機１に向かって前方１／３の位置の断面である。Ｄ４断面
は、側壁Ｗ１に対向する側壁Ｗ２に平行かつ側壁Ｗ２から１２００ｍｍの位置であり、部
屋Ｒの室内機１に向かって後方１／３の位置の断面である。
【００８２】
　これらの図によると、部屋Ｒの室内機１に向かって左側の第１領域Ｅ１が約２４℃に温
度制御されている。また、室内機１に向かって右側の第２領域Ｅ２が約２６℃に温度制御
されている。従って、第１、第２領域Ｅ１、Ｅ２の温度差を約２℃設けることができる。
【００８３】
　このとき、部屋Ｒの下方中央部の居住空間には空気が側壁Ｗ２から側壁Ｗ１の方向に向
かって流通する。このため、吹出口５から送出された空気は減速され、第１領域Ｅ１の風
速が０．１ｍ／ｓ以下であり、第２領域Ｅ２の風速が約０．２ｍ／ｓになっている。従っ
て、居住空間に冷気が直接降り注ぐことがなく、極めて低速の気流が流れるため使用者の
健康を損なうことを防止することができる。尚、風速が０．５ｍ／ｓ以下であれば使用者
にはほとんど無風に感じられる。このため、居住空間の風速が０．５ｍ／ｓ以下になるよ
うに送風ファン７の回転数が決められる。
【００８４】
　また、第１気流（Ａ）の風量は２．５ｍ3／ｍｉｎ、風速は３ｍ／ｓ、吹出温度は１０
℃であり、第２気流（Ｂ）の風量は５ｍ3／ｍｉｎ、風速は６ｍ／ｓ、吹出温度は１５℃
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である。前述したように、圧力損失等により風量及び風速が異なり、第１気流（Ａ）の吹
出し温度が低くなっている。また、第１気流の風速が低いため、第１領域Ｅ１から第２領
域Ｅ２に循環する調和空気の量が減少して第１領域Ｅ１に停滞する量が増加する。これに
より、より簡単に第１領域Ｅ１の温度を第２領域Ｅ２よりも低くすることができる。
【００８５】
　熱交換器９を左右に分割してそれぞれの熱交換器を異なる温度にして第１、第２気流の
温度差を設けてもよい。また、送風ファン７を左右に分割してそれぞれの送風ファンを異
なる回転数にして第１、第２気流を異なる風速及び風量にしてもよい。これらにより、第
１、第２領域の温度をより細かく調節することができる。
【００８６】
　また、吹出口５の左右の左側吹出口５ａと右側吹出口５ｂから異なる方向に調和空気を
送出するので、快適性を向上することができる。即ち、吹出口５の上下から異なる方向に
調和空気を送出すると、横ルーバの上下面に温度差が発生する。これにより、横ルーバに
結露が生じ、使用者に水が吹きかかったり、部屋を水浸しにして使用者を不快にする場合
がある。これに対し、左側吹出口５ａと右側吹出口５ｂから異なる方向に調和空気を送出
すると、横ルーバ１１３ａ、１１３ｂの上下面の温度差発生が抑制され、結露を防止して
快適性が向上する。
【００８７】
　＜第３の気流制御＞
　リモートコントローラ３１の操作によって第１、第２領域Ｅ１、Ｅ２の温度差を更に大
きく設定した場合は、第３の気流制御が行われる。第３の気流制御では縦ルーバ１２ａ及
び横ルーバ１１３ａ、１１３ｂは第２の気流制御の場合と同様に配置される。右側の縦ル
ーバ１２ｂは前方が内側（左側）に向けて傾斜して配置される。
【００８８】
　縦ルーバ１２ｂは前方が内側（左側）に向けて傾斜して配置されるため、右側吹出口５
ｂから送出される第２気流（Ｂ）は、部屋Ｒの右側の第２領域Ｅ２よりも、左側の第１領
域Ｅ１により多く送出される。このため、部屋Ｒの右側の第２領域Ｅ２よりも左側の第１
領域Ｅ１に多くの冷却能力がもたらされる。但し、吹出口５から送出される全体の空気量
が減少するために送風ファン７の回転数を増加して風量が増加される。また、第１、第２
領域Ｅ１、Ｅ２の絶対的な室温は圧縮機（不図示）の回転数を可変して調整される。
【００８９】
　例えば、第１、第２領域Ｅ１、Ｅ２の設定温度がそれぞれ２３℃、２６℃の場合は、第
１の気流制御に対して右側の縦ルーバ１２ｂは前方が内側（左側）に向けて１０°傾斜し
て配置される。また、送風ファン７の回転数は１１０％に設定され、圧縮機（不図示）の
回転数は１０５％に設定される。
【００９０】
　第１、第２領域Ｅ１、Ｅ２の設定温度がそれぞれ２２℃、２６℃の場合は、第１の気流
制御に対して右側の縦ルーバ１２ｂは前方が内側（左側）に向けて２０°傾斜して配置さ
れる。また、送風ファン７の回転数は１２０％に設定され、圧縮機（不図示）の回転数は
１１０％に設定される。
【００９１】
　上記の通り、縦ルーバ１２ｂの傾斜角αを内側（左側）に向けて傾斜して配置し、第２
気流（Ｂ）の第１領域Ｅ１に送出される風量を増加することにより第１領域Ｅ１の冷却能
力が増加し、第２の気流制御に比して第１領域Ｅ１の温度が低くなる。これにより、第１
、第２領域Ｅ１、Ｅ２の温度差を大きくすることができる。従って、第２気流（Ｂ）の風
向により第１領域Ｅ１及び第２領域Ｅ２に送出される風量の割合を増減することによって
、第１、第２領域Ｅ１、Ｅ２を独立して所望の温度に温度制御することができる。
【００９２】
　また、左右に２分割した縦ルーバ１２ａ、１２ｂを更に細分化することにより第１気流
の割合を増減してもよい。送風ファンを左右に設けて個別に第１、第２気流の風量を可変
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してもよい。
【００９３】
　尚、第２、第３の気流制御において第１領域Ｅ１を第２領域Ｅ２よりも低温にした場合
を説明しているが、縦ルーバ１２ａ、１２ｂ及び横ルーバ１１３ａ、１１３ｂを上記と左
右対称に配置することで第２領域Ｅ２を第１領域Ｅ１よりも低温にすることができる。
【００９４】
　＜第４の気流制御＞
　次に、操作部３１ａにより室内を前後に分割した各領域を異なる温度に設定した場合は
、第４の気流制御が行われる。図３４はリモートコントローラ３１の操作によって室内機
１に近い側の第１領域Ｅ３（図３５参照）の設定温度を２６℃に設定し、遠い側の第２領
域Ｅ４（図３５参照）の設定温度を２４℃に設定した状態を表わしている。第１、第２領
域Ｅ３、Ｅ４は部屋Ｒの中央部を分断する鉛直面によって分割されている。
【００９５】
　この設定温度で冷房運転を開始すると、縦ルーバ１２ａ、１２ｂは前述の図３と同様に
、正面に向けて配置される。縦ルーバ１２ａ、１２ｂは前方を外側に向けて約５゜までの
範囲で傾斜してもよい。また、横ルーバ１１３ａ、１１３ｂは、左右の両端部が同じ回転
位置で捩られずに前述の図２４と同様に配置される。即ち、上方の横ルーバ１１３ａは前
方が上方になるように例えば水平に対して２０゜の角度で配置される。下方の横ルーバ１
１３ｂは前方が若干下方となる斜め下方から略水平の間で例えば水平に対して５゜以下の
角度で配置される。
【００９６】
　そして、送風ファン７の回転数が第１の気流制御時に対して１４０％に設定され、調和
空気が吹出口５から斜め上方に送出される。この時、吹出し風速は「弱風」（６畳タイプ
の空気調和機の場合は例えば６ｍ／ｓ）と同等になっている。図３５に示すように、吹出
口５から斜め上方に送出された空気は、コアンダ効果により天井壁Ｓに沿って流通し、拡
散しながら室内機１に対向する側壁Ｗ２に到達する。そして、側壁Ｗ２に沿って降下し、
床面Ｆを流通する。
【００９７】
　この時、吹出し風速が大きいため、調和空気は天井壁Ｓに沿って流通する間に昇温され
ず、低温を維持して遠くまで到達する。このため、室外機１から近い側の第１領域Ｅ３の
平均温度が遠い側の第２領域Ｅ４の平均温度よりも高くなる。
【００９８】
　図３６は、第４の気流制御時の部屋Ｒ内の温度分布を示している。部屋Ｒの大きさは上
記と同様に６畳（高さ２４００ｍｍ、横３６００ｍｍ、奥行き２７００ｍｍ）である。ま
た、図３６は図３５に示す一点鎖線Ｄで示した部屋Ｒの中央断面の測定結果を示している
。
【００９９】
　同図によると、部屋Ｒの室内機１に近い側の第１領域Ｅ３が約２６℃に温度制御されて
いる。また、室内機１から遠い側の第２領域Ｅ４が約２４℃に温度制御されている。従っ
て、第１、第２領域Ｅ３、Ｅ４の温度差を約２℃設けることができる。
【０１００】
　このとき、部屋Ｒの下方中央部の居住空間には空気が側壁Ｗ２から側壁Ｗ１の方向に向
かって流通する。このため、吹出口５から送出された空気は減速され、居住空間の風速は
０．１ｍ／ｓ以下になっている。従って、居住空間に冷気が直接降り注ぐことがなく、極
めて低速の気流が流れるため使用者の健康を損なうことを防止することができる。
【０１０１】
　＜第５の気流制御＞
　リモートコントローラ３１の操作によって第１、第２領域Ｅ３、Ｅ４の温度差を更に大
きく設定した場合は、第５の気流制御が行われる。第５の気流制御では、縦ルーバ１２ａ
、１２ｂ及び横ルーバ１１３ａ、１１３ｂは第４の気流制御の場合と同様に配置される。
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送風ファン７の回転数は増加され、吹出し気流の風速が増加される。また、第１、第２領
域Ｅ３、Ｅ４の絶対的な室温は圧縮機（不図示）の回転数を可変して調整される。
【０１０２】
　例えば、第１、第２領域Ｅ３、Ｅ４の設定温度がそれぞれ２３℃、２６℃の場合は、第
１の気流制御に対して送風ファン７の回転数は１５０％に設定され、圧縮機（不図示）の
回転数は１０５％に設定される。また、第１、第２領域Ｅ３、Ｅ４の設定温度がそれぞれ
２２℃、２６℃の場合は、第１の気流制御に対して送風ファン７の回転数は１６０％に設
定され、圧縮機（不図示）の回転数は１１０％に設定される。
【０１０３】
　吹出口５から送出される風速が増加すると、低温の調和空気がより遠くまで到達する。
これにより、第１、第２領域Ｅ３、Ｅ４の温度差をより大きくすることができる。従って
、吹出し時の風速を可変することにより、第１、第２領域Ｅ３、Ｅ４を独立して所望の温
度に温度制御することができる。
【０１０４】
　＜第６の気流制御＞
　次に、操作部３１ａにより室内を上下に分割した各領域を異なる温度に設定した場合は
、第６の気流制御が行われる。図３７はリモートコントローラ３１の操作によって室内の
上部の第１領域Ｅ５（図３９参照）の設定温度を２６℃に設定し、遠い側の第２領域Ｅ６
（図３９参照）の設定温度を２４℃に設定した状態を表わしている。第１、第２領域Ｅ５
、Ｅ６は部屋Ｒの中央部を分断する水平面によって分割されている。
【０１０５】
　この設定温度で冷房運転を開始すると、縦ルーバ１２ａ、１２ｂは前述の図３と同様に
、正面に向けて配置される。縦ルーバ１２ａ、１２ｂは前方を外側に向けて約５゜までの
範囲で傾斜してもよい。また、横ルーバ１１３ａ、１１３ｂは、左右の両端部が同じ回転
位置で捩られずに図３８に示すように配置される。即ち、上方の横ルーバ１１３ａは回動
して吹出口５の上部を遮蔽するように配置される。下方の横ルーバ１１３ｂは回動して下
端が上端に対して略真下方向から後方下方の間になるように設定される。
【０１０６】
　そして、送風ファン７の回転数が第１の気流制御時に対して８０％に設定され、調和空
気が吹出口５から略真下方向または下方後方に送出される。この時、吹出し風速は「微風
」よりも小さくなっている。図３９に示すように、吹出口５から略真下方向または下方後
方に送出された空気は、室内機１が設置される側壁Ｗ１に沿って降下し、床面Ｆを流通す
る。
【０１０７】
　この時、吹出し時の風速が大きいと床面Ｆを流通した空気は側壁Ｗ２を上昇して循環さ
れるが、吹出し時の風速が小さいため低温の空気が比重により床面Ｆに停滞して側壁Ｗ１
及び床面Ｆ近傍が低温となる。このため、室外機１の上部の第１領域Ｅ５の平均温度が下
部の第２領域Ｅ６の平均温度よりも高くなる。
【０１０８】
　図４０は、上記の気流制御時の部屋Ｒ内の温度分布を示している。部屋Ｒの大きさは上
記と同様に６畳（高さ２４００ｍｍ、横３６００ｍｍ、奥行き２７００ｍｍ）である。ま
た、図４０は図３９に示す一点鎖線Ｄで示した部屋Ｒの中央断面の測定結果を示している
。
【０１０９】
　同図によると、部屋Ｒの天井側の第１領域Ｅ５が約２５℃～２７℃になっており、平均
温度が約２６℃に温度制御されている。また、部屋Ｒの床面Ｆ側の第２領域Ｅ６が約２３
℃～２５℃になっており、平均温度が約２４℃に温度制御されている。従って、第１、第
２領域Ｅ５、Ｅ６の温度差を約２℃設けることができる。
【０１１０】
　このとき、吹出口５から低速で送出された空気は側壁Ｗ１に沿って流通する際に減速さ
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れ、部屋Ｒの下方中央部の居住空間の風速は０．１ｍ／ｓ以下になっている。また、部屋
Ｒの上部まで気流が届かないため上部の風速も０．１ｍ／ｓ以下になっている。従って、
居住空間に冷気が直接降り注ぐことがなく、極めて低速の気流が流れるため使用者の健康
を損なうことを防止することができる。
【０１１１】
　＜第７の気流制御＞
　リモートコントローラ３１の操作によって第１、第２領域Ｅ５、Ｅ６の温度差を更に大
きく設定した場合は、第７の気流制御が行われる。第７の気流制御では縦ルーバ１２ａ、
１２ｂ及び横ルーバ１１３ａ、１１３ｂは第６の気流制御の場合と同様に配置される。送
風ファン７の回転数は減少され、吹出し気流の風速が低下される。また、第１、第２領域
Ｅ５、Ｅ６の絶対的な室温は圧縮機（不図示）の回転数を可変して調整される。
【０１１２】
　例えば、第１、第２領域Ｅ５、Ｅ６の設定温度がそれぞれ２３℃、２６℃の場合は、第
１の気流制御に対して送風ファン７の回転数は７０％に設定され、圧縮機（不図示）の回
転数は１０５％に設定される。また、第１、第２領域Ｅ５、Ｅ６の設定温度がそれぞれ２
２℃、２６℃の場合は、第１の気流制御に対して送風ファン７の回転数は６０％に設定さ
れ、圧縮機（不図示）の回転数は１１０％に設定される。
【０１１３】
　吹出口５から送出される調和空気の風速が低下すると、低温の調和空気が対向する側壁
Ｗ２を更に上昇しなくなる。これにより、第１、第２領域Ｅ５、Ｅ６の温度差をより大き
くすることができる。従って、吹出し時の風速を可変することにより、第１、第２領域Ｅ
５、Ｅ６を独立して所望の温度に温度制御することができる。
【０１１４】
　本実施形態によると、室内を分割した第１領域Ｅ１、Ｅ３、Ｅ５と、第２領域Ｅ２、Ｅ
４、Ｅ６とを略等しい温度にすることができるとともに、それぞれを独立して所望の温度
に温度制御することができる。従って、複数の使用者が快適と感じる温度が異なる場合で
も各使用者が第１、第２領域に分かれて各使用者の快適性を満たすことができる。
【０１１５】
　例えば、従来であれば冷房運転時に２２℃の環境を好む使用者と２８℃の環境を好む使
用者が１つの部屋にいる場合に、後者に合わせて設定温度を２８℃にして前者に冷気を直
接当て続ける。これにより、前者は冷気を直接を浴び続けて体調を損ねる。また、前者に
合わせて設定温度を２２℃にして後者に衣服を多く着用させる。これにより、後者が長期
間にわたりその部屋にいると所謂「底冷え」を感じて体調を損ねる。本実施形態は、両者
の体調を損ねることを防止して快適な環境を提供することができる。
【０１１６】
　また、横ルーバ１１３ａ、１１３ｂは捩ることが可能な可捩部材から成るので、吹出口
５の一方と他方から容易に異なる向きに空気を送出することができる。これにより、室内
を分割した領域を所望の異なる温度にすることができる。また、横ルーバ１１３ａ、１１
３ｂの長手方向中央が分割されないので美感を損ねることを防止できるとともに、分割し
た部分の気流の乱れによる結露を防止することができる。
【０１１７】
＜＜第２実施形態＞＞
　次に、図４１は第２実施形態の空気調和機の室内機１を示す斜視図である。説明の便宜
上、前述の図１～図２１に示す第１実施形態と同様の部分には同一の符号を付している。
本実施形態は第１実施形態の下方の横ルーバ１１３ｂに替えて非可捩部材から成る横ルー
バ１１３ｃが設けられる。その他の部分は第１実施形態と同様である。
【０１１８】
　横ルーバ１１３ｃは板状の単一の樹脂成形品等から成り、横ルーバ１１３ａのように捩
ることができない非可捩部材になっている。また、横ルーバ１１３ｃは水平な回動軸を有
し、左右端の一方に配された駆動モータ７５（図５参照）の駆動によって回動する。これ
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により、第１実施形態に比して駆動モータを削減することができるとともに、安価な横ル
ーバ１１３ｃを用いて空気調和機のコスト削減を図ることができる。
【０１１９】
　第１の気流制御を行う場合は、縦ルーバ１２ａ、１２ｂが前述の図３に示すように配置
される。横ルーバ１１３ａ、１１３ｃは回動して前述の図２４に示す横ルーバ１１３ａ、
１１３ｂと同様に配置される。これにより、冷房運転時に第１実施形態と同様に調和空気
を送出して、冷房運転時の室内の温度を均一にすることができる。
【０１２０】
　第２の気流制御を行う場合は、縦ルーバ１２ａ、１２ｂが前述の図２５に示すように配
置される。上方の横ルーバ１１３ａの右側及び下方の横ルーバ１１３ｃは第１の気流制御
と同様に配置される。上方の横ルーバ１１３ａの左側は捩られて前述の図２６に示すよう
に配置される。図４２はこの時の室内機１を示す斜視図である。
【０１２１】
　左側吹出口５ａの上下方向の送出方向は横ルーバ１１３ａの左側及び横ルーバ１１３ｃ
の左側により規制される。右側吹出口５ｂの上下方向の送出方向は横ルーバ１１３ａの右
側及び横ルーバ１１３ｃの右側により規制される。これにより、冷房運転時に第１実施形
態と同様に調和空気を送出して、室内を左右に分割した第１、第２領域Ｅ１、Ｅ２（図２
９参照）が異なる温度に制御される。
【０１２２】
　尚、前述したように、送風経路６の上部を流通する空気量が下部を流通する空気量より
も多い。このため、下方の横ルーバ１１３ｃが左右で同じ角度になっても第１実施形態と
同様に左側吹出口５ａと右側吹出口５ｂとで上下に異なる方向に気流を送出することがで
きる。
【０１２３】
　第３の気流制御を行う場合は、縦ルーバ１２ａ及び横ルーバ１１３ａ、１１３ｃは第２
の気流制御の場合と同様に配置される。右側の縦ルーバ１２ｂは前方が内側（左側）に向
けて１０゜以上傾斜して配置される。また、送風ファン７の回転数を増加して風量が増加
される。これにより、冷房運転時に第１実施形態と同様に調和空気を送出して、室内を左
右に分割した第１、第２領域Ｅ１、Ｅ２（図２９参照）の温度差を大きくすることができ
る。従って、室内を左右に分割した第１、第２領域Ｅ１、Ｅ２を独立して温度制御するこ
とができる。
【０１２４】
　第４の気流制御を行う場合は、縦ルーバ１２ａ、１２ｂが前述の図３に示すように配置
される。横ルーバ１１３ａ、１１３ｃは前述の図２４に示す横ルーバ１１３ａ、１１３ｂ
と同様に配置される。これにより、冷房運転時に第１実施形態と同様に調和空気を送出し
て、室内を前後に分割した第１、第２領域Ｅ３、Ｅ４（図３５参照）が異なる温度に制御
される。
【０１２５】
　第５の気流制御を行う場合は、縦ルーバ１２ａ、１２ｂ及び横ルーバ１１３ａ、１１３
ｃは第４の気流制御と同様に配置される。そして、冷房運転時に第１実施形態と同様に風
速を増大して調和空気を送出し、室内を前後に分割した第１、第２領域Ｅ３、Ｅ４（図３
５参照）の温度差を大きくすることができる。従って、室内を前後に分割した第１、第２
領域Ｅ３、Ｅ４を独立して温度制御することができる。
【０１２６】
　第６の気流制御を行う場合は、縦ルーバ１２ａ、１２ｂが前述の図３に示すように配置
される。横ルーバ１１３ａ、１１３ｃは前述の図３８に示す横ルーバ１１３ａ、１１３ｂ
と同様に配置される。これにより、冷房運転時に第１実施形態と同様に調和空気を送出し
て、室内を上下に分割した第１、第２領域Ｅ５、Ｅ６（図３９参照）が異なる温度に制御
される。
【０１２７】
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　第７の気流制御を行う場合は、縦ルーバ１２ａ、１２ｂ及び横ルーバ１１３ａ、１１３
ｃは第６の気流制御と同様に配置される。そして、冷房運転時に第１実施形態と同様に風
速を低下して調和空気を送出し、室内を上下に分割した第１、第２領域Ｅ５、Ｅ６（図３
９参照）の温度差を大きくすることができる。従って、室内を前後に分割した第１、第２
領域Ｅ５、Ｅ６を独立して温度制御することができる。
【０１２８】
＜＜第３実施形態＞＞
　次に、図４３は第３実施形態の空気調和機の室内機１を示す斜視図である。前述の図１
～図４０に示す第１実施形態と同様の部分には同一の符号を付している。本実施形態は第
１の実施形態の横ルーバ１１３ａ、１１３ｂに替えて横ルーバ１１３ｄが設けられる。こ
れにより、部品点数を削減することができる。その他の部分は第１実施形態と同様である
。
【０１２９】
　図４４に示すように、横ルーバ１１３ｄは吹出口５の略全体を塞ぐ位置に配され、長手
方向の両端にそれぞれ独立に駆動される駆動モータ７５が設けられる。また、横ルーバ１
１３ｄは前述の図６～図１６に示す第１実施形態の横ルーバ１１３ａ、１１３ｂと同様に
構成された可捩部材から成っている。複数の部材を弾性体で連結した可捩部材でもよい。
従って、横ルーバ１１３ｄの左部分は左側吹出口５ａから送出される気流の上下方向の風
向を可変する。横ルーバ１１３ｄの右部分は右側吹出口５ｂから送出される気流の上下方
向の風向を可変する。
【０１３０】
　第１の気流制御を行う場合は、縦ルーバ１２ａ、１２ｂが前述の図３に示すように配置
される。横ルーバ１１３ｄは左右端を同じ回転位置に配して捩られずに図４５に示すよう
に前方をやや上方に向けて配置される。これにより、冷房運転時に第１実施形態と同様に
吹出口５から斜め上方に調和空気を送出して、冷房運転時の室内の温度を均一にすること
ができる。
【０１３１】
　第２の気流制御を行う場合は、縦ルーバ１２ａ、１２ｂが前述の図２５に示すように配
置される。横ルーバ１１３ｄの右部分は第１の気流制御と同様に配置される。横ルーバ１
１３ｄの左部分は捩られて水平または前方が下方になるように配置される。図４６はこの
時の室内機１を示す斜視図である。これにより、冷房運転時に第１実施形態と同様に調和
空気を送出して、室内を左右に分割した第１、第２領域Ｅ１、Ｅ２（図２９参照）が異な
る温度に制御される。
【０１３２】
　第３の気流制御を行う場合は、縦ルーバ１２ａ及び横ルーバ１１３ｄは第２の気流制御
の場合と同様に配置される。右側の縦ルーバ１２ｂは前方を内側に向けて１０゜以上傾斜
して配置される。また、送風ファン７の回転数を増加して風量が増加される。これにより
、冷房運転時に第１実施形態と同様に調和空気を送出して、室内を左右に分割した第１、
第２領域Ｅ１、Ｅ２（図２９参照）の温度差を大きくすることができる。従って、室内を
左右に分割した第１、第２領域Ｅ１、Ｅ２を独立して温度制御することができる。
【０１３３】
　第４の気流制御を行う場合は、縦ルーバ１２ａ、１２ｂが前述の図３に示すように配置
される。横ルーバ１１３ｄは回動して前述の図４５と同様に配置される。これにより、冷
房運転時に第１実施形態と同様に調和空気を送出して、室内を前後に分割した第１、第２
領域Ｅ３、Ｅ４（図３５参照）が異なる温度に制御される。
【０１３４】
　第５の気流制御を行う場合は、縦ルーバ１２ａ、１２ｂ及び横ルーバ１１３ｄは第４の
気流制御と同様に配置される。そして、冷房運転時に第１実施形態と同様に風速を増大し
て調和空気を送出し、室内を前後に分割した第１、第２領域Ｅ３、Ｅ４（図３５参照）の
温度差を大きくすることができる。従って、室内を前後に分割した第１、第２領域Ｅ３、



(17) JP 4562508 B2 2010.10.13

10

20

30

40

50

Ｅ４を独立して温度制御することができる。
【０１３５】
　第６の気流制御を行う場合は、縦ルーバ１２ａ、１２ｂが前述の図３に示すように配置
される。横ルーバ１１３ｄは左右端が同じ回転位置で捩られずに図４７に示すように下端
が上端に対して略真下方向から後方下方の間になるように配置される。これにより、冷房
運転時に第１実施形態と同様に調和空気を送出して、室内を上下に分割した第１、第２領
域Ｅ５、Ｅ６（図３９参照）が異なる温度に制御される。
【０１３６】
　第７の気流制御を行う場合は、縦ルーバ１２ａ、１２ｂ及び横ルーバ１１３ｄは第６の
気流制御と同様に配置される。そして、冷房運転時に第１実施形態と同様に風速を低下し
て調和空気を送出し、室内を上下に分割した第１、第２領域Ｅ５、Ｅ６（図３９参照）の
温度差を大きくすることができる。従って、室内を前後に分割した第１、第２領域Ｅ５、
Ｅ６を独立して温度制御することができる。
【０１３７】
　第１～第３実施形態において、前述の図２３に示すリモートコントローラ３１の表示部
３１ａには部屋Ｒの概略形状及び室内機１の概略設置位置が模式的な斜視図で表示されて
いる。表示部３１ａの表示画面はこれに限られず他の画面を表示してもよい。例えば、図
４８に示すように、「左２６℃、右２４℃」、「前２６℃、後２４℃」、「上２６℃、下
２４℃」のように文字で表わしてもよい。即ち、部屋Ｒ内をどのように分割した第１、第
２領域に２つの異なる設定温度を与えるのかが、使用者にわかりやすくなっていればよい
。また、図４９に示すように、スライド式の蓋３１ｄをスライドさせることにより温度、
風向、風量等をより詳細に入力することができるようになっている。
【０１３８】
　また、第１～第３実施形態は左右に延びた吹出口５に配された水平な回動軸１１４を有
する横ルーバ１１３ａ～１１３ｄを設けた空気調和機について説明しているが、鉛直方向
に延びた回動軸を有した上下に延びる風向板を同様に可捩部材により形成してもよい。こ
れにより、吹出口５の上下から左右に異なる方向に気流を送出することができる。
【０１３９】
　以上により、本発明に係る空気調和機を説明したが、本発明は上記実施形態に限定され
るものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で適宜の変更を加えて実施することがで
きる。
【産業上の利用可能性】
【０１４０】
　本発明は、室内の空気を調和する空気調和機に利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１４１】
【図１】本発明の第１実施形態の空気調和機の室内機を示す斜視図
【図２】本発明の第１実施形態の空気調和機の室内機を示す側面断面図
【図３】本発明の第１実施形態の空気調和機の室内機の縦ルーバ示す平面図
【図４】本発明の第１実施形態の空気調和機の室内機の横ルーバの駆動機構を示す側面図
【図５】本発明の第１実施形態の空気調和機の室内機の横ルーバの駆動機構を示す上面図
【図６】本発明の第１実施形態の空気調和機の室内機の横ルーバを示す平面図
【図７】本発明の第１実施形態の空気調和機の室内機の横ルーバの骨部を示す平面図
【図８】図６のＡ－Ａ断面を示す斜視図
【図９】図６のＢ－Ｂ断面を示す斜視図
【図１０】本発明の第１実施形態の空気調和機の室内機の横ルーバを示す斜視図
【図１１】本発明の第１実施形態の空気調和機の室内機の他の横ルーバを示す平面図
【図１２】本発明の第１実施形態の空気調和機の室内機の他の横ルーバを示す平面図
【図１３】本発明の第１実施形態の空気調和機の室内機の他の横ルーバを示す平面図
【図１４】本発明の第１実施形態の空気調和機の室内機の他の横ルーバを示す平面図
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【図１５】本発明の第１実施形態の空気調和機の室内機の他の横ルーバを示す平面図
【図１６】本発明の第１実施形態の空気調和機の室内機の他の横ルーバを示す平面図
【図１７】本発明の第１実施形態の空気調和機の室内機の横ルーバの保持手段の動作を示
す側面図
【図１８】本発明の第１実施形態の空気調和機の室内機の横ルーバの保持手段の動作を示
す側面図
【図１９】本発明の第１実施形態の空気調和機の室内機の横ルーバの他の保持手段の動作
を示す側面図
【図２０】本発明の第１実施形態の空気調和機の室内機の横ルーバの他の保持手段の動作
を示す側面図
【図２１】本発明の第１実施形態の空気調和機の室内機の横ルーバの他の保持手段を示す
側面図
【図２２】本発明の第１実施形態の空気調和機の室内機の横ルーバの他の保持手段を示す
平面図
【図２３】本発明の第１実施形態の空気調和機のリモートコントローラを示す平面図
【図２４】本発明の第１実施形態の空気調和機の室内機の第１の気流制御時の配置を示す
側面断面図
【図２５】本発明の第１実施形態の空気調和機の室内機の第２の気流制御時の縦ルーバの
配置を示す平面図
【図２６】本発明の第１実施形態の空気調和機の室内機の第２の気流制御時の横ルーバの
配置を示す側面断面図
【図２７】本発明の第１実施形態の空気調和機の室内機の第２の気流制御時の横ルーバの
配置を示す斜視図
【図２８】本発明の第１実施形態の空気調和機の室内機の第２の気流制御時の空気送出方
向を示す斜視図
【図２９】本発明の第１実施形態の空気調和機の室内機の第２の気流制御時の居室内の気
流の挙動を示す図
【図３０】図２９の断面Ｄ１における温度分布を示す図
【図３１】図２９の断面Ｄ２における温度分布を示す図
【図３２】図２９の断面Ｄ３における温度分布を示す図
【図３３】図２９の断面Ｄ４における温度分布を示す図
【図３４】本発明の第１実施形態の空気調和機のリモートコントローラの第４の気流制御
時の表示状態を示す平面図
【図３５】本発明の第１実施形態の空気調和機の室内機の第４の気流制御時の居室内の気
流の挙動を示す図
【図３６】図３５の断面Ｄにおける温度分布を示す図
【図３７】本発明の第１実施形態の空気調和機のリモートコントローラの第６の気流制御
時の表示状態を示す平面図
【図３８】本発明の第１実施形態の空気調和機の室内機の第６の気流制御時の横ルーバの
配置を示す側面断面図
【図３９】本発明の第１実施形態の空気調和機の室内機の第６の気流制御時の居室内の気
流の挙動を示す図
【図４０】図３９の断面Ｄにおける温度分布を示す図
【図４１】本発明の第２実施形態の空気調和機の室内機を示す斜視図
【図４２】本発明の第２実施形態の空気調和機の室内機の第２の気流制御時の横ルーバの
配置を示す斜視図
【図４３】本発明の第３実施形態の空気調和機の室内機を示す斜視図
【図４４】本発明の第３実施形態の空気調和機の室内機を示す側面断面図
【図４５】本発明の第３実施形態の空気調和機の室内機の第１の気流制御時の横ルーバの
配置を示す斜視図
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【図４６】本発明の第３実施形態の空気調和機の室内機の第２の気流制御時の横ルーバの
配置を示す斜視図
【図４７】本発明の第３実施形態の空気調和機の室内機の第６の気流制御時の横ルーバの
配置を示す斜視図
【図４８】本発明の第１～第３実施形態の空気調和機の他のリモートコントローラを示す
平面図
【図４９】本発明の第１～第３実施形態の空気調和機の他のリモートコントローラを示す
平面図
【符号の説明】
【０１４２】
　　　　１　　室内機
　　　　２　　キャビネット
　　　　３　　フロントパネル
　　　　４　　吸込口
　　　　５　　吹出口
　　　　６　　送風経路
　　　　７　　送風ファン
　　　　８　　エアフィルタ
　　　　９　　室内熱交換器
　　　１０　　ドレンパン
　　　１１３ａ、１１３ｂ、１１３ｃ、１１３ｄ　横ルーバ
　　　１２ａ、１２ｂ　縦ルーバ
　　　２１　　骨部
　　　２２　　肉部
　　　３１　　リモートコントローラ
　　　６１　　温度センサ
　　　７５　　駆動モータ
　　　７６、７７、８０　ギヤ
　　　７８　　レバー
　　　７９　　スライド部材
　　　８１　　ウォームギヤ
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